











仁 田 義 雄
キーワ-ド:述べ立て 推し量り 人称制限 述べ立て内容 運用諭的現象



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































② 君は彼に投票する (*だろう/ *らしい/?かもしれない).
②'君は彼に投票する (はずだ/にちがいない)0








































2) ｢*僕は彼を叱っただろう｡｣が推し量 りとして逸脱的である こと
や ｢*君は子供を叱るよ｡｣が正常な述べ立てとしては不自然であること
については,既に述べた｡しかし,次のように,｢彼があれ以上悪さを続
けていたら,僕は彼を叱っただろう｡｣や ｢そんな事態になれば,君は子供
を叱るよ｡｣ にすれば,容認可能になったり, 自然さが増したりするだろ
う｡こういった反事実的な条件や仮定条件の元での振る舞い方については,
一切考慮していない｡総て述べ立て事態が現実的なあり方をとって存在し
ている場合に考察が限られている｡
付記 本稿の一部を ｢土曜ことばの会｣で話させていただいた｡その折り,会員
の諸氏から様 な々御意見を戴いたOそれによって述べ方を少しは改善できたO記し
て感謝の意を表したい｡また,枚数がかなり超過してしまったため,参考文献を総
て省略した｡
(にった よしお 文学部助教授)
